
付録 : 地方会抄録

第 50 回 日 本小児股関節研究会

会 長 : 収j貝 芳美 (信濃医療福祉 セ ン タ 一理事長)
日 時 : 201 1  '0: 1:: 6 月 24 日 (金) ・ 25 日 (土)
場 所 : RAKO iff乃井ホ テ ル

一般演題 l 先天性股関節脱臼-1
座長 : 二見 徹

1 . 先天性股関節脱臼 に対する地域連携ホーム ト ラ ク
シ ョ ンのススメ

総合)1]"山病院綴]杉外科1

浜松|去科大学盤形外科z
終回 m立総合病院整形外科3

0古橋亮典 i ・ 星野裕信2 ・ 0 トTi来高規2
松山幸弘2 森本祥降3

2 .  Rb 治療例の健側股関節発育について
名 古屋市立大学整形外科

0若林健二郎 ・ 和国有11雄 ・ 堀 内 統
伊藤富市哉 ・ 大塚隆信

3 . 観 血 的 整 復 術 が Secondary ossification centel' 
の出現に及ぼす影響について

兵Jilí県立 こ ど も 病院総形外科
0小林大介 ・ [妓摩良一 ・ 衣笠真紀

蓑田正 也
4 .  Pembel'ton 骨盤骨切 り 後の臼蓋後捻の検討

九州大学大学院

O秋山美緒 ・ 中 島康II，� . 111本卓IY3
馬渡太郎 ・ 糸 川市史 ・ 本村悟朗
佐藤太志 ・ 岩本幸�

5 . 幼年期の関節造影は DDH 健側臼蓋の発育を よ り
正確に予想でき る か ?

兵JiU�，�立 こ ど も 病院終形外科
OTI佳摩員一 ・ 小林大介 ・ 衣笠真紀

井上美|肌

一般演題 2 先天性股関節脱臼-2
座長 : 桶谷 覧

1 . 当院での新生児股関節エコ ース ク リ ーニ ン グの取
り組み

浜松医科大学鐙形外科l

iJ�松医科大学小児科2

0伊藤高規l ・ 星野裕信1 ・ 森本祥|経l
古橋亮典l ・ 松山幸弘1 岩 島 覚2

2 . 股関節鏡視下介在物切除術の中期成績
千業県 こ ど も 病院整形外科1
自白紙』世形外 科 ス ポ ー ツ 医学セ ン タ .，
千 栄 こ ど も と お と な の 終形外科1

0西須 孝1 • ì�切 1 1 裕子1 ・ 布lïll碕 ìl�� l
若生政憲i ・ 及川 | 泰宏1 荻原茂生l
土屋明弘2 • í.色 ヶ 谷真琴3

3 . 先天性股関節脱臼初期治療後の大腿骨頭側方化に
対 し広範囲展開法を 行 っ た 2 例

浜.Jiìl矢科大学務j膨外科

0星野裕信 ・ 伊藤高規 ・ 森本祥 |珪
iîi締結古典 ・ 松 山幸弘

4 . 当科における先天股脱遺残E脱臼 ・ 臼蓋形成不全
に対す る ソ ル タ 一手術の治療成績

.Jiì戸ïlj立病院強形外科I

松戸強形外科病院2

0品 任l 良之l ・ 飯田 哲1 河本泰成l
鈴木千穂l ・ 佐野 栄1 ・ 宮下智大i
佐藤進一l ・ 篠原寛休2

一般演題 3 大腿骨頭すべ り 症な ど
座長 : 北川 由佳

1 . 脳性麻簿児に対する 「治療的乗馬J の経験
京)jtJ1]!業大'�tJ!k守1:]f，1í ノ T イ オ セ ラ ピ 一 学 科l

東京q 長大学大ザ 院教育学研究科2
*片〈乗馬倶楽m�3

0初11迫康夫 1 ・ 滝坂信一 1 • J I I II�鳥 JÐ.1 
小林 嶺l ・ i JJ 口聡美人 深野 i聡3

2 . 一卵性双生児の一人に発生 し た麻f毒性股関節脱臼
l山川 )肢体不 自 d:l Vè総合療育セ ン タ ー援形外科1

) 111川 医 科大学路形外科2

0三島令子1 ・ 鳥井智太郎i ・ 伊藤 浩2
谷野弘昌2 ・ IlJ �Iコ康総2

3 . 大腿骨基部骨折を合併 し た大腿骨頭すべ り 症の一
例

!日1 1 .1 1大<:;，: g在}杉外科i

!日l 山大"j!:大学院l玄(j�主主ザ'総合研究科巡ifYJ十�{医療材料日fl
lfWi因子

0三宅由晃 1 ・ 遠藤裕介2 ・ 尾崎修平 1
藤原一夫 I 野田知1之 l ・ 尾崎敏文 i

4 .  LCP hip plate を 用いた大腿骨骨切 り 術
佐t:t�在!政学|羽 こ ど も 発達医療セ ン タ 一路形外科l
tr.iI日l市立 こ ど も 病院撃形外科2

0平1:1 問 晃房1 浦野典子1 松浦愛二 l
武El3ï主宰l ・ 劉 j折允l ・ 桐谷 寛1
窪田秀明 1 原 寛道l ・ 勝井敏男l
中村幸之2 ・ 山 仁1 rt&2 . 初11回 11，与久2
高村和幸2

5 . 肥満の程度 に よ っ て重症度が違う か一大腿骨頭す
べ り 症 40 例の検討一

t:'EI!:リ;�JL:小児医療 セ ン タ ー 強形外科l

仏ーIÙ長引きJ�外科2

。エjZ良Jl券詣I 根本菜穂1 ・ 中稲昌弘i
長尾聡哉1 ・ 佐藤Jffí人2
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6 .  Chondrolysis を生 じた大腿骨頭すべ り 症の検討
千楽県 こ ど も 病院1
千栄 こ ど も と お と な の強形外科2

0若生政憲1 ・ 四須 孝 1 ・ 瀬川裕子l
柿l崎 ìf到i ・ 及川泰宏l ・ 荻原茂生l
坂本優子i ・ 亀 ヶ 谷真琴2

主題 I 麻簿性股関節脱臼の治療
座長 : 亀 ヶ 谷真琴 ・ 芳賀信彦

1 . 麻簿性股関節脱臼 に対する Sharral'd 手術の長期
経過

長崎県立 こ ど も 医療福布| セ ン タ -t�形外科
0池間正英 ・ 松林昌平 ・ 二宮義和l

山 口 和正
2 . 先天性無痛無汗症における股関節形態 と反復性脱

臼 の治療
東京大学医学部附属病院 リ ハ ビ リ テ ー シ ヨ ン 科 1
llf}.!�l!在日立療護悶整形外科2
心身障害児総合医療療育セ ン タ 一雄形外科3
静岡県立 こ ど も 病院整形外科4

0芳賀信彦 1 ・ 田 中信幸2 君塚 葵3

伊藤!I頂_3 ・ 田 中弘志3 四主p-有人l
岡 田慶太， 滝川 一階4

3 . 当科における二分脊椎に と も な う 麻痩性股関節脱
臼 ・ 亜脱臼症例の治療成績

千梨県 こ ど も 病院経形外科
0荻原茂生 ・ 亀 ヶ 谷真琴 ・ 商須 孝

柿崎 ìr.U . 瀬川 裕子 ・ 坂本優子
4 二分脊椎の不安定股に対する外腹斜筋移行術を併

用 し た手術の成績
福岡市立 こ ど も 病院 ・ 感染症セ ン タ ー整形外科1
佐賀 整l政学園 こ ど も 発達医療セ ン タ ー 整形外科2

0柳 田|情 久l ・ 中村幸之l ・ 高村手1]幸l
藤井敏男2 和田晃房2

5 . 二分脊椎に伴う 股関節脱臼 ・ 亜脱臼 に対する組合
せ手術の治療成績

静岡県立 こ ど も 病院整形外科1
東京大学大学院医学系研究科外科学専攻感覚 ・ 運動機
能 医学前IÆ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医学分野2

0滝川 一|情1 ・ 藤本 陽， 松岡夏子I
芳賀信彦2

6 . 二分脊椎症に伴う 股関節脱臼 ・ 亜脱臼 に対する手
術治療
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滋賀県立小児保健医療セ ン タ ー鐙形外科
0原因有樹 ・ 共団義秀 ・ 二 見 徹

片岡浩之 ・ 太田英吾 ・ 尾木裕子
丸木 仁

パネルディ ス カ ッ シ ョ ン I 関連
脳性麻簿股関節脱臼 ， :9E脱臼 の治療

座長 : 吉橋裕治
1 . 脳性麻痔股関節E脱臼 に対する股関節周囲筋解離

術の成績
山形県立総合療育訓練セ ン タ ー

0中 島 拓 ・ 佐藤大祐 ・ 井田英忠m
2 . 脳性麻痔の股関節に対する軟部組織解離術の治療

成績
長崎県立 こ ど も 医療柘I1JI セ ン タ - '

長崎大学大学院原研情報2
0松林昌平1 ・ 池間正英i ・ 二宮義手[1'

山 口 和正1 ・ 近藤久義2
3 . 脳性麻簿股関節脱臼， :9E脱臼 に対する整形外科的

手術の中期成績
南多!学整形外科病院整形外科l
;1じ盟火学医学部終形外科学2

0松尾 篤1 ・ 官野徹夫1 ・ 松尾 隆l
占部 窓2 相 ) 1 1 ì享2 岩瀬 大2

4 . 当 セ ン タ ー に お ける 脳性麻簿児 ・ 者に対する股関
節 整 形 外 科 的 選 択 的 窪 性 コ ン ト ロ ー ル 手 術
(OSSCS) の短期成績

佐賀務11支学園 こ ど も 発達医療セ ン タ ー整 形外科
0武田真幸 ・ 窪田秀IV� ・ 劉 斯 允

桶谷 寛 . ìrll野典子 ・ 藤井敏男
5 . 整 形 外 科 的 選 択 的 窪 性 コ ン ト ロ ー ル 手 術

(OSSCS : Orthopaedic Selective Spasticity
control Surgery) 単独で、の脳性麻簿股関節脱臼 
E脱臼の経過

熊本 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン病院整形外科
0池田啓一 ・ 川上宏治 ・ 水本圭彦

桑原、公{命
6 . 脳性麻簿股関節脱臼 に対す る 大腿骨骨盤合併骨切

り 術の治療成績
滋賀県立小児併 他医療セ ン タ -�形外科

0丸木 仁 ・ 共田義秀 ・ 二見 徹
片岡浩之 ・ 太田英吾 ・ 尾木祐子
原 田 有樹 ・ 中村千恵子

パネルディ ス カ ッ シ ョ ン I
脳性麻癖股関節脱臼， 車脱臼の治療

座長 : 柴田 徹 ・ 落合達宏
1 . 脳性麻痔児の股関節脱臼 . :9E脱臼 に対する股関節

周囲筋解離術単独手術の治療成績
金沢 こ ど も 医療裕社セ ン タ 一石川 整11支学悶整形外科

0桜吉啓介 ・ 池淵香瑞美
2 . 脳性麻簿児の股関節脱臼 . :9E脱臼 に対する 軟部組

織解離術
岐阜県立希望が丘学医|整形外科

0岩佐一彦 ・ 徳山 剛 ・ ) 1 1 井 豪



3 . 脳性麻痔股関節脱臼 ・ 亜脱臼の治療成績
岡市j 県立粕屋新光図l
佐賀務!政学園 こ ど も 発達医療セ ン タ _2
南多l'主主主形外科病院3

0福 岡真二1 鳥越市之 ! ・ 武田真幸2
松尾 隆3

4 . 重度脳性麻簿児の股関節E脱臼， 脱臼 に対する大
腿骨滅捻内反骨切 り 術

愛 知県立心身障害児療育セ ン タ ー 第 二 l ff い ，I，:!，; 学 1;;;1鐙形
外科

0則竹耕治 ・ 古橋裕治 ・ 野上 位
追加発言 靭貝芳美

症例検討 座長 下村哲史 ・ 西須 孝
1 . 臼蓋腫傷性病変に よ り 股関節変形を き た した例一

第 2 報一
佐質鐙!技学図 こ ど も 発達医療セ ン タ 一路 ]形外科

0不i ]回晃房
2 . 嬢死性筋膜炎 よ り 波及 した化膿性股関節炎後の骨

頭消失の l 症例
心身隙害児総合医療療育セ ン タ 一正直形外科

0伊藤順一 ・ 君 塚 葵 ・ 問 中弘志
瀬下 崇 ・ 坂 口 亮

3 . 不安定型大腿骨頭すべ り 症治療後に大腿骨頚部骨
折 を き た し た 1 例

兵庫以立 こ ど も 病院経形外科
0小林大介 ・ 薩摩 良一 ・ 衣笠真紀

蓑田正 也
4 .  MRI にて診断が確定 した股関節痛症例

大|仮|玄科大学整形外科学教室
0藤原憲太 ・ 馬場一郎 ・ 木下光:k;ff

5 . 小児股関節脱臼骨折の 1 例
(1 1 1台赤十字病院経形外科 0;1七 純

6 . 4 歳児の両側先天股脱の 1 例
成田赤 卜字病院挫形外科1
松戸市立病院整形外科2

0小泉 ylj.，1 ・ 三枝 修l ・ 斉藤正仁!
板橋 孝l ・ 喜多恒治l イ 1 1 口佳那1
林 浩一 1 ・ 浅番目H美l ・ t!日l 回 良之2

7 . 治療に難渋 したベルテス病の 1 例
岡山大学鐙形外科l
llIiJ 山 大学医 歯梨学総合研究科i!l]iJVJ 昔日医療材 料Im 9E�IW
座2
肢体不 自 Ij� 児施設旭川療育園3
川崎医科大学 ( 匂 ・ 関節'j ) "

0 岡 田 芳樹1 ・ 遠藤裕介2 赤津啓史3
三谷 茂" ・ 三宅 由 晃 尾1111{j敏文1

8 . 多発性骨端異形成症に左ベルテ ス病を合併 し た と
思われる症例の診断について

�1L:îL行政法人国立成育医療研究セ ン タ ー病院強形外科
0 日 下部 浩 ・ 高山真一良r� ・ 閲 敦仁

福 岡 昌 利 ・ I:I�村千恵子 ・ 谷洲綾乃

イ ブニ ン グ企画
先天性股関節脱臼治療後の遺残脱臼への対応と 人工股
関節置換術の進歩 座長 : 藤岡文夫 ・ 大谷卓也

1 . 大人の股関節 か ら みた小児股関節の治療
先天性股関節脱臼か ら 変形性股関節症まで一

長崎医療セ ン タ 一日宣形外科l
水辺の�� . �IffJ形外科 ク リ ニ ッ ゲ
向精銭形外科 ク リ ニ ア ク 3
長崎大学日産形外科1

0岡野邦彦i ・ 標本 寛2 高橋克良1�3
穂積 晃<\ 尾崎 誠4

2 . 形成不全性股関節 症 に 対 す る 人 工 股 関節置換術
(THA) の適応の再考

諏訪赤十字病院控形外科1
信 州 大学12_�当f:gi�g主Jfj外N'
'，';\ U=�r.��JWiijl涜終1移外科3
品υIJL州|涜強!杉外科4

0小林千益1 百瀬敏充1 中 川 浩之l
間 [1二1 厚誌1 松葉友幸 1 ・ 天 正75治2
斎藤直人2 ・ 安田 岳3 ・ 補j潔 敬4

パネルディ スカ ッ シ ョ ン H 関連
ペルテス病の治療成績 座長 : 薩摩真一
1 . ペルテス病に対する両側外転荷重装具療法の治療

成績
長'J!J�; t立 こ ど も 病院経Jfj外科

0赤岡裕介 ・ 藤岡 文夫
2 . 両側ベルテス病の治療比較

~ 放置観察法， 装具療法， 内反骨切 り 術 ~
心身W;1害児総合医療療育セ ン タ ー鐙形外科

0伊藤}I頂ー ・ 君塚 葵 ・ 田 中弘志
ì*現下 崇 ・ 初11迫康夫 ・ 坂 口 亮

3 . ペルテス病に対す る 入院 に よ る 装具療法の治療成
績

宮J)!!i �;l立t11桃医療療育セ ン タ ー
0高橋祐子 ・ 落合迷宏 ・ 千本英一

佐藤一望
4 . ペルテ ス病における保存療法例 と 手術療法例の比

較検討
兵J.\(県立 こ ど も 病院整形外科

0衣笠真紀 ・ 小林大介 ・ 薩摩良一
5 . 当院でのベルテス病の治療成績

水野記念病院小 児 挫 形外科
0貴志夏江 ・ 吹上謙一 ・ 鈴木茂夫

6 . ベ ル テ ス 病 に 対す る ソ ル タ ー骨盤骨切 り 術後，
FAI を来 した 1 例

名 ，!ï屋 市立大学引き形外科
0伊藤富市哉 ・ 和 田有Iltíf ・ JJ:î! 内 統

若林健二郎 ・ 大塚隆信
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7. ベルテス病通院装具治療への近赤外線照射の併用
効果

国立成ff医療研究セ ン タ ー病院援形外科
0 日 下部 浩 ・ 高山真一良11 . 1刻 敦仁

高木岳彦 ・ 福岡 昌 利 ・ 宮崎 磐

パネルディ ス カ ッ シ ョ ン E
ペルテス病の治療成績一治療法に よる成績の検討一

座長 : 赤津啓史 ・ 奥住成晴
1 . ベルテス病の治療成績に関連する 因子の検討

名 古民大Cj!:�童形外科1
あ い ち 小児保健医療総合セ ン タ ー終形外科2

0鬼頭浩史l ・ 金子治史l ・ 北小路隆彦2
服部 義人 石黒直樹l

2 . ペルテス病保存療法における pil lal' の変化
}I[lJ I I �1 療行セ ン タ ー療行|羽l
!日l 山大学附属病院磁形外科2
愛媛県立子 ど も 療ffセ ン タ -'

0青木 清l ・ 赤滋啓史1 ・ 小田 法l
遠藤裕介2 ・ 佐野敬介3

3 . 当科における 初診時年齢 9 歳未満， 初診時 later
al pil lal' 分類 A/B のベルテス病症例の治療成績

千葉ptL こ ど も 病院強形外科
0瀬川 総子 ・ 西須 孝 ・ 若生政窓

布lí附 iI羽 ・ 及川 泰宏 ・ 荻原茂生
坂本優子 ・ 亀 ヶ 谷真琴

4 . 当 施設 に お け る Perthes 病 Lateral pil lal'A， B 
症例の治療成績

神奈川 県立 こ ど も 医療セ ン タ ー整形外科
0 中 村直行 ・ 奥住成lij� ・ 11汀回治虫1I

古谷-7J< ' 増田謙治 ・ 青木千恵
5 .  New pogo-stick 装具を用 いた在宅保存療法の治

療成績
京都府立医科大学大学院連動総機能科生外科学 (盤形
外科) '
舞鶴 こ ど も 療育セ ン タ ー緩形外科2
)1'市11第二赤 |ー字病院盤形外科3

0吉田隆司l ・ 金 郁結1 ・ U.I 問 尚武l
中瀬雅司l ・ 塚田 誠i ・ 西田 敦士 !
張 京2 ・ 日 下部虎夫3 ・ 久保俊一1

6 . ペルテス病に対する手術治療
滋f�91�立小児保健医療セ ン タ ー整形外科l
7Jく野州防犯形外科2
た かせ殺形外科3

0ニ見 徹1 ・ 尾 木祐子1 ・ 片岡浩之l
共 団 義秀1 ・ 太田英吾1 原 田有樹i
中 村千恵子1 ・ 丸木 仁i ・ 鈴木茂夫2
貴志夏江2 . i自i瀬正1::人3

追加発言 : 金 郁詰
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主題 H 歩行開始後に発見さ れた先天性股関節脱臼
の現状 と治療 座長 : 和 田郁雄 ・ 服部 義

1 . 歩行開始後 DDH 症例の診断が遅れる に至 っ た り
ス ク フ ァ ク タ ーの検討

大阪Tl i立総合医療セ ン タ ー 小児雑形外科l
大阪市立大学整形外科2

0中 川 敬介l ・ 北野利夫1 森田光明1
和田麻由子1 江 口 佳孝2

2 . 八戸市の歩行開始後に発見さ れた股関節脱臼の発
生状況

青森 県立 は ま な す 医療療育セ ン タ 一 路形外科1
八戸市立TITl込病院整形外科2
弘前大学医学部整形外科3

Oì藍島利文l ・ ヂ|二上 亮l ・ 三浦一朗2
中 村吉秀3

3 . 歩行開始後に発見さ れた先天性股関節脱臼の現状
と治療

あ い ち 小児tiH:注医療総合セ ン タ ー盤形外科
0岩田浩志 ・ 服部 義 ・ 北小路隆彦

4 . 歩行開始後の股関節脱臼の牽号 |療法について
滋賀県立小児 保 他医療セ ン タ ー援形外科1
水野病|流2

0尾木祐子l ・ 二見 徹1 ・ 共田義秀l
片 岡浩之1 太田英吾1 ・ 尾田 有樹i
" IJ 村千恵子l ・ 丸木 仁1 ・ 鈴木茂夫2
立志夏江2

5 . 歩行開始後に発見さ れた先天性股関節脱 臼 の治療
経験

長野赤 卜字病院経形外科1
千It I ] '*'央病院整形外科2

0力n 藤光朗 1 金物f.tJ久" /:1: \ 仁 | 正男1
石 川 尚 人l ・ |劃 一二三人 松崎 圭l
小松大悟1 両角正義1 ・ 佐藤 磐l
山田}I頂亮2

6 . 歩行開始後に発見さ れた先天性股関節脱臼 に対す
る Ludloff 法の長期成績

長崎医療 セ ン タ ー 獲形外科1
水辺の森 ・ 3在形 外科 ク リ ニ γ ク 2
高稿鐙形外科 ク リ ニ γ ク3
長崎大学整形外科1

0岡 野;1'11彦1 ・ J鹿本 寛2 高橋克郎3
穂積 晃4 ・ 尾崎 誠4

追加発言 : 藤井敏男

ラ ンチ ョ ンセ ミ ナ一 座長 : 君塚 葵
脳性麻痩へのボツ リ ヌ ス療法 落合達宏

教育研修講演 1 座長 : 品 田 良之
二分脊椎の股関節脱臼の観血的治療

佐賀整)肢学医| こ ど も 発達医療セ ン タ ー整形外科
藤井敏男



教育研修講演 2 座長 : 扇谷浩文
RB 治療のガイ ド ラ イ ン作成にむけて

日 本小 児股関節研究会 三谷 茂

一般演題 4 腫蕩， 感染な ど 座長 : 中島康晴
1 .  MRI にて中殿筋異常を認めた I 例

131問中央病院整形外科
0辻 宗啓 ・ 後藤英司 ・ 寺西 正

2 .  MRSA に よ る 新生児化膿性股関節炎の治療経過
大阪Tli立 。ニ古市民病院小児殺形外科 l
大l阪仮T市|打T1泣1
大阪T市|打7立大学大学院盤1形移外宇ド

0森田光明1 ・ 平日間麻由子， 北野利夫2
中 川 敬介2 江 口 佳孝3 ・ 中 村 博亮3

3 . 股関節痛を主訴に発症 し恥骨開窓術で診断された
恥坐骨化膿性骨髄炎の一例

千梨県 こ ど も 病院経形外科1
千業 こ ど も と お と な の挫形外科2
時玉県立小児医療セ ン タ ー盤形外科3

0及川泰宏1 ・ 四須 孝1 ・ ì��) l 1 裕子l
若 生政憲1 ・ 柿崎 ìlWj' ・ 荻原茂生l
t色 ヶ 谷真琴2 ・ 平良l勝草3

4 . 大 腿 骨 近 位 骨 幹 端 部 に 発 生 し 急 速 に 進 行 し た
Langel'hans cell h istiocytosis の 1 例

い ち は ら 病院抱形外科i
筑波大':?大学院終形外科2
筑波大ザ:大学I�t小児科3
rm ヶ 附済生会病院整形外科ι 1
公llllll布 l病|流出り杉外科5

0俣木俊郎;! . 鎌田浩史2 ・ 阿部売子2
石井iWJ夫2 ・ 福島 1ij)(.3 • ìl主治保彦4
村松俊樹5 ・ 落合直之2

5 . 小児股関節骨切 り 術の術中 に仮固定 と し て創外国
定器を用 いる方法

大阪 TIí:í'z:総合|矢療セ ン タ ー 小児抱Jf�外科!
大阪dT立住持T Ii民病院小児整形外科2
大阪市立大手:強形外科3

O北野利夫， . "1判|
森森:EE日| 光明2 江 口 tl;孝3
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